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明らかにされている࿢ؾ҄ܖཋឋ ᢡˡ܇ႆྵ٭҄ ဃྸೞᏡỉ٭҄DNA Ac Me Me
Me
Ἂỹ἟ἘỵἁἋửʼẲẺࢨ᪪ỺἦἊỹ἟ἘỵἁἋửʼẲẺࢨ᪪ἤἋἚὅ
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くする構造とし、曲率半径 0.1mm の曲げに 3V 程度の
低電圧駆動で安定動作するTFTを実現した。
この TFT は、有機半導体にペンタセンを用いた p 型
TFT であったが、フッ化銅フタロシアニン（F16CuPc）





研究グル プーは、集積回路を直径 2mm のカテーテ
ルに巻き付け、血管内圧分布を測定する器具の実施例
を作成し、医療分野への応用の可能性も示した。
　参　考　1）　 T. Sekitani, et al., “Flexible organic transistors and circuits with extreme bending stability,” 
nature materials Vol. 9, pp. 1015-1022 （2010） December 2010
情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
東京大学　染谷氏・関谷氏の提供による







































その凝集のメカニズムを解明したと発表した 1 ～ 3）。
レアア スーとは、ランタノイド 15 元素などを含む元


















元素は 30 万倍にも達した （図表 1）。この顕著な凝
集性は金属イオンの回収に用いられるイオン交換樹脂














1）　Y.Takahashi et al.,“EXFAS study on the cause of enrichment of heavy REEs on bacterial cell surfaces”, 














䊋䉪䊁䊥䉝࡝ࡦ㉄ၮ⚦⢩ოო ⚿ว㩷図表 2　バクテリア細胞表面でのレアア スー凝縮の模式図
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離れた位置に高さが 8.5cm、文字の太さが 1.7cm のア
ルファベット 4 文字の識別テストが行われ、最も効果
のあった被験者の場合、C, I, L, O の組み合わせは
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2）　米国エネルギー省、 Artificial Retina Project, http://artificialretina.energy.gov/
3）　Ken Komiya, et al., Power Supply System Using Electromagnetic Induction for Three-Dimensionally Stacked 
Retinal Prosthesis Chip, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 47, No. 4, pp. 3244-3247, 2008
ものづくり分野	 TOPICS	 Manufacturing
参考文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
㤛᢬✂⤑ ੱᎿ✂⤑㔚Ḯ䊶೙ᓮ䊡䊆䉾䊃 ੱᎿ✂⤑䉬䊷䊑䊦䊒䊤䉫 䊙䉟䉪䊨䊐䉤䊃䉻䉟䉥䊷䊄䉝䊧䉟 ೝỗ㔚ᭂ䉬䊷䊑䊦
(a)ੱᎿ✂⤑䈱᭴ᚑ (c)ੱᎿ✂⤑䈱వ┵ㇱಽ(b)⌒⃿౉኿శ
Ⰲᓀ図表　インプラント人工網膜








































































1）　A Data-Based Assessment of Research-Doctorate Programs in the United States　http://www.nap.edu/rdp/
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2   医薬品開発の問題点とマイクロドーズ臨床試験を行う意味
　一般に、新規の医薬品を開発す










































































































































図表 3　米国製薬企業上位 10 社における医薬品開発の成功確率（1991 年～ 2000 年）
参考文献2）を基に科学技術動向研究センターにて作成
医薬品開発技術の新展開─マイクロドーズ臨床試験の技術と課題─
13Science & Technology Trends   January  2011




































発費の平均は 1999 年には 433 億円





























































































2004 年 に は 米 国 食 品 医 薬 品 局


















2010 年 2 月に日本国内に通知され
図表 6　日本の製薬企業大手 10 社の研究開発費と利益の対売上高比率の推移
参考文献3）を基に科学技術動向研究センターにて作成
医薬品開発技術の新展開─マイクロドーズ臨床試験の技術と課題─
















































































































































































































英国の CRO であるエクセレロン 
社が主導し、イーライリリー社や
ロッシュ社など製薬企業 4 社が共同
で行った CREAM（the Consortium 
for Resourcing and Evaluation AMS 
Microdosing）試験であり、その結
果は 2006 年に発表された 9）。この
試験では、5 つの既存薬剤が使用
医薬品開発技術の新展開─マイクロドーズ臨床試験の技術と課題─










型 の 研 究 事 業 EUMAPP（The 






































































製 薬 工 業 協 会（Pharmaceutical 
Research and Manufacturers of 
America: PhRMA）による調査によ
れば、加盟 9 社の米国製薬企業に
おいて、2006 年から 2007 年の総























識 し、2008 年 に 英 国 の Imperial 
College London のハマースミス病
院 に Clinical Imaging Center と い
う研究所を設立している。この研
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しては 2009 年 6 月号 2）にも紹介さ
れている。それらも参照して理解
を深めていただきたい。
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図表 2　エピジェネティクスの特徴（Bは参考文献4）より改変）
科学技術動向研究センターにて作成
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るエピジェネティック変化が観察されるᵠ ᵏᵇ ၶ҄ܖཋឋ ᵋ҄ܖཋឋỆợỦႆၶ ᵠᵋᵐᵇၶỆợỦỺἦἊỹ἟Ἐỵἕἁ٭҄ᵟᵋᵏᵇ ᵟᵋᵐᵇỺἦἊỹ἟Ἐỵἕἁ٭҄ỆợỦႆၶၶ᧙ᡲᢡˡ܇ỉỺἦἊỹ἟Ἐỵἕἁ٭҄҄ܖཋឋỆợỦỺἦἊỹ἟Ἐỵἕἁ٭҄







リ ス ク に 影 響 を 及 ぼ す と い う
「DOHaD（Developmental Origins 
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